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パナテクOB会 中部



昭和37年7月
 

（1962年）

名古屋ナショナル製品販売会社㈱
中部ナショナル月販販売会社

 
㈱

両社のサービス部門を統合合併により

㈱中部ナショナルサービスセンター
 

設立

名古屋市中村区下広井町3丁目15番地

常勤経営責任者

 
藤山

 
勇

従業員数

 
83名

第1回創業式典 当時の社屋







年

アメリカ　初の有人衛星

サービス本部設置

岐阜サービスが販売会社に移管

名古屋ナショナルビル竣工

カラーテレビ不買運動起こる 日本万国博開催 名古屋市内三機器会社サービス移管

ナショナル「連合保険組合設立
電算システム導入

科学衛星「しんせい」打ち上げ成功

松下グループの出来こと 社会の出来こと 会社の出来こと

1964

熱海会談開催 東京オリンピック開催 TP担当者設置

サービス会設立 サービス会設立
1962

1963
指定サービス認定実施

大垣＆豊橋サービスが販売会社に移管

ケネディ暗殺

1965 新販売制度スタート ソ連初の宇宙遊泳に成功 カラーテレビサービス認定店制度

1969
松友ジャーナル創刊 アポロ1号月面着陸成功 名古屋市を除く販売会社にサービス移管

1970

サービス本部に消費者相談室設置 ニクソンショック
1971

名古屋市内販売会社にサービス移管

労働組合結成される



創業式

 
松下正治社長からの祝辞 創業時のサービスマン

いずみ号

 
走る相談室下広井時代の朝礼



下広井時代の正門

初仕事

 
下広井



初 仕 事

当時の制服メーカー対抗軟式野球大会



栄 生 の 独 身 寮

寮母です

テレビ事業部の工場見学



１９７２年3月
 

社屋移転

名古屋市瑞穂区上山町二丁目18番

社名変更
株式会社

 
中部ナショナルサービスセンター

株式会社
 

中部ナショナルサービス

経営責任者
常務

 
藤山

 
勇

 
常務

 
小田

 
清



年

第一回SS技能大会実施

資本金全額松下電器の出資となる

VHSビデオ発売 大型倒産続く 専務　小田　清　松下電器に復帰
常務　細江　正明　就任

保証書全面改定 東京サミット開催 名古屋市内販社5社サービス部門直営
イラン革命による石油危機

　を直営へ

副社長　五十嵐　光郎　就任
1981年松下電器命知50周年

設計・施工・保守（設備技術センター・特機

松下幸之助　創業者　勲一等旭を受ける 技術センター）を担当する部門設立

社員　232名　（82年7月）

1978

1979

1972

1981

販売会社再編成 日米自動車摩擦 １９８０年から　販売会社のサービス部門

常務　小田　清　就任

松下グループの出来こと 社会の出来こと 会社の出来こと

第一回サービス向上運動 社屋移転札幌オリンピック開催



経 理 部 品

部 品人事

 
電算



1989年4月 3 社 合 併

新生

 
㈱中部ナショナルサービス

初代社長

 
榊原

 
一郎





1989年本社社屋移転

名古屋市天白区原2丁目603番地

社章変更

ナショナルサービス 松下テクニカルサービス

1989年10月 社名変更

 
中部松下テクニカルサービス㈱



年

社名　変更　

社員総人員 825名

MCA社（ユニバーサル映画）資本参加 即位の礼 パーツセンター＆テクニカルセンターを
　　（2006年解消） 　岩倉市に設置

松下環境憲章制定 九州　普賢岳　火砕流　発生 松下電器　谷井社長来社
東京ジュリアナ　オープン （東愛知SC　三重SC　石川SC）

1990年

1991年

中部・静岡・北陸　合併

　　　　　　　　　　　　　　（1992年4月）

松下グループの出来こと 社会の出来こと 会社の出来こと

1989年

創業者　松下幸之助　が逝去 昭和天皇　崩御

名古屋デザイン博開催 本社社屋移転



静岡サービス部

北陸サービス部

長野サービス部
三岐サービス部

愛知サービス部
三重

岐阜

中 部 松 下 テ ク ニ カ ル サ ー ビ ス ㈱



本 社

経 理 部 人 事 部 商 務 部

情 報 消 費 者

パーツセンター HALSサービス エンジニアリング事業部



1999年3月

初めての

 
海外研修会

全 社



1999年 本社 社屋移転
 

（自社ビル）

名古屋市瑞穂区塩入町8番10号

本

 
社

 
（天白区）

名古屋SC（南区）

設備SC （東区）

岩倉

 
事業所

統 合



※全国サービス会社
 

8社 合併 1社化

設立

 
2008年4月1日

社名

 
中部松下テクニカルサービス㈱

 
⇒

 
松下テクニカルサービス㈱

中 部 社

※
 

愛・地球博
 

松下グループとしてサービス会社が参画
放送システム・防犯システム・交通システム

 
施工

 
保守を担当

開催期間

 
2005年3月 ～ 2005年10月

※
 

経営責任者
 

原事業所
 

以降

榊原

 
社長

1988年4月
尾崎

 
社長 荻野

 
社長

市川

 
社長 木村

 
社長

1992年10月

佐藤

 
社長

1997年10月

2000年2月 2006年5月 2009年4月～

就任

年間販売高

 
４９７億円

 
総人員

 
４５００名



中部松下テクニカルサービスの「愛・地球博」取り組み

総合技術力で放送（映像・音響）システムを構築するとともに、会期中のシステムをサポートします。

情報通信システム事業情報通信システム事業

元請：NKD-JV
(NTT西日本・KDDI･電通)

松下電器
・セキュリティS
･放送S
・映像表示盤S

MTS

放送システム
（会場内向けの音声放送システ

 

ム）

設計 施工 保守

映像表示盤システム
（会場内設置の50インチPDPへ映像を配信するシステム）

施工 保守設計

総合交通情報システム事業総合交通情報システム事業

元請：NPKK-JV
(NEC・松下・小糸・KDDI)

総合交通情報配信システム
（会場外内設置の50インチPDPへ映像を配信するシステム）

連携

施工 保守

「愛・地球広場」協賛事業

 

「愛・地球広場」協賛事業

松下電器・DoCoMo・朝日新聞ｸﾞﾙｰﾌﾟ

 

松下電器・DoCoMo・朝日新聞ｸﾞﾙｰﾌﾟ

大型映像装置システム
（3:8の840ｲﾝﾁ×１面アストロビジョン）

映像系送出設備システム
（HDカメラ×５台・HDｽｲｯﾁｬｰ・HDｻｰﾊﾞを用いたシステム）

音響系送出設備システム
（デジタルミキサー・ラインアレーSPを用いたシステム）

構築

元請：PSSE
(大型映像・映像設備･音響設備)

保守施工MTS

保守施工MTS
照明設備
（スタジアム照明）

ＥＸＰＯドームＥＸＰＯドーム

大型映像装置システム
（9:16の250ｲﾝﾁ×２面アストロビジョン）

映像系送出設備システム
（HDカメラ×２台・HDｽｲｯﾁｬｰﾞを用いたシステム）

保守施工

2004.8.18



松下電器産業㈱
 

から
 

パナソニック㈱

2008年
 

10月1日 社名 変更

National

松下テクニカルサービス

 
㈱ パナソニック テクニカル サービス㈱

2012年
 

三洋電機㈱

 
完全子会社化

三洋電機

 
ブランドの家電商品

修理

 
を受諾

パナソニック電工㈱
家電商品（ドライヤー・マッサージ
機等）を修理受諾

（2012年パナソニック㈱と合併）

社章

 
変更

Panasonic
（グループ統一）

ブランドの統一Panasonic/



ご静聴ありがとうございます

パナソニックグループは今後とも
お客様のお役立ちに努めます。

2010年11月
 

中部社にOBの親睦会を設立

パナテクOB会 中部
http://www.panatecob.jp/
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